
 
 
新年度を迎え、クラスを初めて持つ。どきどきとわくわくが混在する。 

数度目の担任。でも何回クラスを持っても反省ばかりが残る、しっくりい

かない。 
教師のこうした気持ちを前に、「こうしたらどうだろうか」とい

う技を学び、交流し合います。 
今回は、実際の事例をもとに「学級開きの仕掛け方」と「学級通

信のつくり方」をテーマに「先生の学校」を開きます。 
              
 

 
        

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
主 催 長崎県高等学校教職員組合（長崎高教組） 

連絡先 〒850-0013長崎市中川 2-2-5  ℡095-827-5882  Fax095-826-2976 

 

集集ままろろうう！！「「先先生生のの学学校校」」 

■日時 ３月 31 日（土）１ ５ ：０ ０ ～１ ７ ：０ ０  

■場所 高城会館（諫早市・諫早高校隣り） 

■内容 「先生の学校」  

学級開きの仕掛け方・学級通信のつくり方 

＊アドバイザー 平井秀治さん（高校講師・高教組執行委員長） 

 「長年、生徒の成長を促し保護者の信頼を高める学級づくりを追究してきま

した。うまくいかなかった事ばかりでしたが、一貫して学級開きと学級閉じ、

そして学級通信づくりを重視してきました。教え子が至るところで活躍してい

るいま、改めて参加者と一緒に学級づくりのことを考えたいところです。」 

■参加 ・青年教員を中心にどなたでもどうぞ 

・組合加入の有無は問いません・参加費は無料です・ 

＊「先生の学校」終了後、高教組の交流会（諫早市・道具屋１７時３０分から）

に合流します。組合員の方の交流会の費用は組合で負担します。未組合員の方

については、参加希望者数と予算の枠を検討した上で後日連絡します。 

■申込み ３月２３日（金）までに職場の組合の責任者（分会長さん）に、

または高教組本部に直接、「参加します」と連絡してください。その際、交流会

（諫早市「道具屋」）への参加の有無を必ず明らかにしてください。 

 


